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　10月13日、有楽町献血ルームで今年度９回目となる
骨髄バンクドナー登録推進活動を行ないました。年度
初めに計画していたのは「有楽町献血ルーム」と「新
宿東口駅前献血ルーム」の２ヶ所で年度内に合計８回
の活動でした。しかし会員の提案で、他県の頑張りを
見て、東京の会でももう少し何かできるのではないか
と有志が始めたのが、今までの土曜日に加えて平日に
も献血ルームで活動することでした。有楽町献血ルー
ムにお願いして、手始めに毎月第４金曜日の午後に２
名ほどでドナー登録の呼びかけをさせていただけるこ
とになりました。
　その結果、10月までに２ヶ所の献血ルームで合計９
回の推進活動を行い、土曜日は毎回20名前後、平日も
２桁の登録者を確保することができ、８月には早く
も年度目標の120名を突破したのです。今回の９回目
の活動で、今年度の累計は145名となりました。有楽
町、新宿ともに、１日で25名に登録いただいた回もあ
り、この活動が着実に実を結んでいる実感があります。
残りの活動は、あと土曜日３回、平日６回（予定）で
すが、この勢いでいけば200名は超えそうです。献血
ルームとの交渉や参加スタッフのやりくりなど、中心
になって活動してくれている会員に感謝です。
　目下の悩みは説明員不足です。毎回参加人数が不安
定でメンバーも固定化しがち、一部の会員に負担がか
かっているのが現状です。説明員が少なくて、献血ルー
ムのスタッフから「この方には声をかけてもいいです

よ」という合図
が出ても応えら
れなかったり、
お昼休みをきち
んととれなかっ
たりすることも
あります。もっ
と説明員が増えて無理なく交代で活動に参加できるよ
うになれば、参加人数確保に苦慮することもなくなる
と思います。会員・読者の皆さんの中で説明員をやっ
てみようかなと思う方がいらっしゃいましたら、ぜひ
東京の会までご連絡下さい。よろしくお願いします。�
� （福永達子）

＜これまでの結果＞
骨髄バンクドナー登録者数
５月12日(土)　25名（有楽町献血ルーム）    
６月16日(土)　18名（有楽町献血ルーム）
６月22日(金)　11名（有楽町献血ルーム）
７月14日(土)　21名（新宿東口駅前献血ルーム）
７月27日(金)　10名（有楽町献血ルーム）
８月４日(土)　25名（新宿東口駅前献血ルーム）
８月24日(金)　14名（有楽町献血ルーム）
９月28日(金)　４名（有楽町献血ルーム）
10月13日(土)　17名（有楽町献血ルーム）
　合　　計　145名

ドナー登録受付者数（累計）	 748,534人

ドナー登録抹消者数（累計）	 258,514人

HLA適合報告ドナー数（累計）	298,922人

実質登録患者実数（現在）	 3,987人	（国内1,322人）

HLA適合患者数（累計）	 43,588人	（患者累計数の79.6%）

非血縁移植実施数	 22,399例	（8-9月実施210例）

日本骨髄バンクの登録患者と検査済登録ドナー
（平成30年9月末日現在） 患者とドナー登録・適合状況（9月末日現在）

ドナー（全国） ドナー（東京） 患者（全国）

登録者累計 490,020 59,714 54,755

8-9月登録分 6,178 671 438

8-9月抹消数 3,793 508 －

実質登録増 2,385 163 －

献血ルームドナー登録
年度目標突破！
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しながわ宿場まつりは今年も大盛況

俳優、木下ほうかさんがドナー体験を語る

　「しながわ宿場まつり」は、旧品川宿周辺で毎年９
月最終日曜日に開催されるイベントで、京浜急行の北
品川から青物横丁までの旧東海道沿いに出店が並び、
時代行列や鼓笛隊、バトントワリングなどのパレード
が行われます。この「しながわ宿場まつり」で、東京
の会を長年支援して下さっている「東京港南マリーン
ロータリークラブ」の皆さんがテントを出し、骨髄バ
ンクチャリティとして野菜や果物、バザー品を販売し
ます。収益金を東京の会に寄付いただいており、東京
の会からも毎年メンバーが参加して一緒に売り子をや
り盛り上げます。
　今年の宿場まつりは９月30日、台風が近づき小雨が
ぱらつく中でテントの設営や販売品の運び込みを行
い、朝10時から販売がスタートしました。野菜や果物
はロータリークラブの皆さんが大田市場で仕入れてく
れた新鮮な品物です。バザー品はロータリークラブの
皆さんが提供いただいたものに、前日東京の会のメン
バーが集まって値札付けをしました。

　天候の関係でお客さんの出足はいつもより少なく感
じましたが、まつりの開催中はなんとか天気が持って
くれて、売れ行きもまずまず。果物コーナーでは梨は
早々に完売し、リンゴも好調でしたが、ミカンが苦戦。
まだ季節が早くて甘くないのではと思われたようで、
沿道のお客さんに必死に声をかけ試食もしてもらいな
がら販売すると、ようやく箱が減り始めました。
　いつもより早い午後３時には店じまいとなりました
が、ロータリークラブの方にまとめ買いしてもらった
分を含めて野菜と果物は完売、バザー品もめぼしいも
のは売りつくしました。
　片づけをしていると急に雨と風が強くなり、まさに
ぎりぎりセーフ、天も私たちに味方してくれました。
今年も「東京港南マリーンロータリークラブ」の皆さ
んのご支援に心から感謝します。ありがとうございま
した。� （二見茂男）

　神奈川の会主催の「今、ドナーに希望を求めて」医
療講演会・シンポジウムが、９月16日かながわ県民セ
ンターにて開催されました。第一部の医療講演会では、
東海大学医学部の矢部普正教授が、造血細胞移植につ
いて分かりやすい資料に沿って説明されました。移植
数全体の３分の２は非血縁であること、末梢血幹細胞
移植より骨髄移植の方が予後の生存率が高いこと、登
録患者のうち高齢者が15年で５倍に増えていること、
この10年間ずっと1,000例〜1,350例の骨髄バンクを介
した移植が行われていることが解りました。また骨髄
バンクのドナーは卒業者が増加して今後若年層のド
ナーが必要となるため、若年層対策が急務であること
を訴えられました。
　シンポジウムでは、ドナー経験者でもある俳優の木
下ほうかさんが、大谷貴子さんのコーディネートで患

者の池谷有紗さんと対談しました。木下ほうかさんは
TVでは癖のある役どころの個性派俳優ですが、ドナー
として患者を気遣う大変優しい心の持ち主で、池谷さ
んに届いたドナーさんからの手紙を木下さんが朗読す
る場面で、何度も涙をぬぐって言葉に詰まっていまし
た。またご自身に患者さんご夫婦から届いた手紙も大
切に保管されており、池谷さんが朗読した患者さんの
奥さんからの手紙も感動的でした。
　大谷さんからの「会場内でドナーの方は起立してく
ださい」との呼び掛けに約200名の参加者の中で７〜
８名が立ち上がり会場は温かい拍手に包まれました。
木下ほうかさんのような有名な方の応援は、骨髄バン
クを知らない人への有効な宣伝となります。東京の会
でもこのようなイベントが企画できたらなあ！　
� （若木換）
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患者からのメッセージ

あなたの笑顔が勇気をつくる
笠原　千夏子（長野県在住）

　2012年10月、以前から「めまい」に悩まされ近
所の内科に通っていました。その日はいつもと
違っためまいで立ちくらみがひどく再度先生に診
てもらい血液検査をしてもらいました。何も異常
がなければ電話は掛かってこないはずの先生から
２日後に電話が……。「白血球の数が異常だから
すぐに総合病院に行ってください！！」「先生！！
私は今仕事忙しいから今すぐは行けません！！」
何て呑気なことを言っている私に先生が「とにか
く大変な病気かもしれないからすぐに行きなさ
い！！」「先生、はっきり言ってください！！」「白
血病の疑いがあります！！」「白血病？？」こん
なやり取りの会話から、私は一気に顔が青ざめた
気がしました。
　総合病院に行く前に私はインターネットで「白
血病」を無意識に調べていました。「白血病＝死」
の情報しか目に入ってきませんでした。「私は死
ぬんだ！！」と……。白血病なんかドラマの中で
しか聞いたことない位……。一瞬にして頭の中が
真っ白になり、そのまま総合病院へ行きました。
それが私の命の恩人でもある主治医との出会いの
始まりでした。
　「やはり白血病の疑いがあります。検査をしま
しょう！！」と検査室へ。腰に太い注射を刺し骨
髄液を調べる「マルク」です。これが痛くて痛くて。
検査をしてから30分間仰向けで寝てました。検査
室の天井を見ながら涙がボロボロ流れてきました。
あまり覚えていない30分間でした。そこから入院
生活が始まりました。
　詳しい検査をして本当の病名が分かりました。
家族が呼ばれドラマでよく見る白いボードに主治
医が淡々と病名を書き始めました。「慢性骨髄性
白血病（CML）」CMLには、慢性期・移行期・急
性転化と段階があります。私は一番進行した悪い
状態の急性転化でした。幸いCMLには効く薬が
あったのですが、すでに急性転化まで進んでい
た！！主治医から「年齢的にはまだ若いとので骨
髄移植の選択も頭に入れておいて下さい」と言わ
れました。「兄弟はいますか？」「弟が一人います」
「早速、弟さんの血液検査をしましょう。弟さん
が一致しなければドナーさんを探します」でも私

は「骨髄移植って何？ドナーっ
て何？」と骨髄バンクの存在も
その時に初めて知りました。
　とにかく弟の検査待ち。何を
検査しているのかも理解してい
ない当時の私でした。それから
何日か過ぎ早朝に母から携帯に電話がありました。
「一致してたよ！！助かるよ！！良かったね！！」
母は泣いていました。忘れもしない、私の祖父の
命日の翌日でした。私も涙が止まりませんでした。
　弟がドナーに決定したので一度退院して自宅療
養になりました。それから弟と私の健康状態を合
わせ2012年12月に弟は入院して「末梢血幹細胞採
取」を行いました。そして2013年１月に私は入院
しました。いよいよ私の命を懸けた闘病生活が始
まりました。
　１カ月は健康状態を維持するため安静に、そし
て移植日が近づいてきました。３日間かけて全身
に放射線を浴びました。正常な細胞までもを破壊
するために。その後にまた３日間強い抗がん剤投
与。前処置です。白血球をゼロにするためこの時
点で感染したら命を落とします。無菌室に入りま
した。当時小学５年の息子と３年の娘とは会えま
せんでした。とても寂しい思いをさせてしまいま
した。子供のためにも生きなければいけない！！
と思いながらも「移植」とは想像を絶する辛い治
療です。前処置の時点で免疫がゼロになったので、
吐き気・高熱・下痢・だるさ……そしてドラマで
見たように髪が全て抜けました。
　そして悪さをしていた私の細胞が消えた2013年
２月７日に弟の健康な新たな細胞が私の体の中に
ゆっくりと入っていきました。私の２つ目の誕生
日です。弟、そして私と弟を誕生させてくれた両
親に感謝の気持ちでいっぱいでした。
　しかしそこからが本当の闘いの始まりでした。
弟の「造血幹細胞」が、ここは自分の家ではない
と暴れ出しました。GVHD（拒絶反応）です。細
胞が落ち着き正常な血液を作り出す「生着」まで
の約２週間が山場。40度の発熱・下痢・吐き気・
だるさ。一番辛かったのが口の中すべてが口内炎。
水を飲むこともできず、ただただ痛さに泣きなが
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ら耐え、しばらくは栄養の点滴のみでした。この
まま本当に数値は正常に戻るのか？この弱り切っ
た体はどうなるの？と不安の毎日で涙ばかり出て
ました。１カ月間は無菌室だったので２人の子供
と会えないのが一番辛かったです。
　移植というのはそこがゴールではなくそこから
がスタートです。あの辛さは経験した人でないと
分からないくらいの地獄のような時間でしたが同
じ病気と闘っている闘病仲間ができ、勇気を沢山
もらいました。移植して約２週間で弟の細胞が私
の体にやっと住み着きどんどんと正常な血液を作
り始めました。「生着」です。涙が出ました。「愛
しの弟君命をありがとう！！助けてくれてありが
とう！！」
　約３カ月の入院。支えてくれた家族に感謝です。
そして命を救ってくれた主治医にこそ感謝の気持
ちでいっぱいです。
　あれから５年……、完治日を迎えました。あの
時同じ病室で一緒に闘病をしていつも笑いながら
辛い治療に耐え、元気になったら旅行に行こう、
と約束していた親友２人は今は天国で私を見守っ
ていてくれています。病気にならなければ出逢わ

なかった２人のために託された命、弟からもらっ
た助かった命、今度は誰かを助けたいと「骨髄バ
ンク長野ひまわりの会」を立ち上げ、一人でも多
くのドナー登録者を増やすために、地区普及広報
委員・説明員として登録会や講演会に参加し活動
しています。団体は今では20名のメンバーが集ま
りそれぞれ説明員として必死で活動してくれてい
ます。そんな仲間とも出逢えたことに感謝です。
　よく聞く話ですが、今では病気になって本当に
良かった！！失ったものは大きかったけれど得た
ものも数え切れません。今日は何があるのかな？
この先どんな人と出逢うのかな？毎日がワクワク
ドキドキで楽しくて仕方ありません。沢山の人に
出逢い今では前に進むことしか考えていません。
　神様、私にこんな大病をプレゼントしてくれて
ありがとう！！あの頃の泣いてばかりいた私に伝
えたい！！「あなたは５年後には人を助け毎日
笑っているよ！！」と……。
　これからも笑顔ですべてのことに感謝をして、
一日一日を大切に過ごしていきます。そして一人
でも多くのドナー登録者を増やすため、説明員と
して命のリレーをしていきます！！

心のこもったご寄付ありがとうございました。（2018.8.16〜10.15）
光江健太郎さん　7,000円／㈱マルゼン　5,005円／東井朝仁さん　10,000円／森永富美子さん　7,000円
匿名　10,000円／石山永士・勝子さん　17,000円／国分秀樹さん4,000円／村山 高さん　1,000円
新宿西口睦さん　10,000円／熊野神社祭募金箱　4,660円／金子美智代さん　10,000円
毛塚翠・久恵さん　10,000円／高橋真知子さん　4,000円／三品雅義さん　7,000円／宮坂祐輔さん　7,000円
安藤壽昭さん　10,000円／大浦幸一さん　5,000円／藤井靖郁さん　2,000円／岸 康彦・清子さん　20,000円

お寄せいただいたご寄付のうち、会費未納の会員からは会費（年3,000円）を差し引いて掲載させていただきました。

東　京　ド　ナ　ー　登　録　会　予　定（11月・12月）
11/１（木）akiba-F献血ルーム
11/２（金）akiba-F献血ルーム
11/３（土）OTAふれあいフェスタ2018
11/４（日）国分寺まつり
11/16（金）練馬西税務署

11/23（金）有楽町献血ルーム
11/29（木）帝京大学板橋キャンパス
12/４（火）八王子駅前
12/28（金）有楽町献血ルーム

0120-8
や ま い

1-5
こ く ふ く

929
毎週土曜日10：00〜16：00

患者家族電話相談
白血病フリーダイヤル

※第2・4土曜日は血液専門
医も相談に応じます。

※医師に言えない悩み事など
もどうぞ。
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　９月15日、滋賀県大津市に、東京から３時間半以上
掛け乗り継いで、やっと和邇（わに）というパッとは
読めない名前の駅にたどり着きました。なぜこんなと
ころで……と、思いつつも、道案内に立ってくれてい
る滋賀県のボランティアの方々と挨拶を交わしながら
和邇文化センター会場へ入りました。
　日本骨髄バンクの理事長が小寺先生に交代して、就
任後初めての全国大会です。今年は式典後の第２部で、
医療講演に続いて地元滋賀県のボランティア活動の報
告がありました。県との連携強化の中でドナー登録説
明員養成講座を共催し、説明員の数を増やしているこ
と、若者をターゲットにした登録会を知恵を出し合い
ながら開催していることなどが報告されました。
　次に移植をして元気になった石井希さんの体験談が
語られました。大学時代白血病を発症して翌年骨髄バ
ンク登録の方から骨髄提供を受けたこと、ドナーさん
への恩返しを常に心掛けていて、若手ボランティアを

募り情報発信するユースアンバサダー第一号として今
後とも骨髄バンクの活動を続けることが話されました。
　第３部では、演劇「首のないカマキリ」の一部分を
舞台上で実際の出演者が演じるという、今までにない
趣向のプログラムでした。なぜか最後に、ダース・ベ
イダーが登場しました。
　年に一度の骨髄バンク全国大会は、全国各地のボラ
ンティアが集まる貴重な時間で、昼も夜も全国のボラ
ンティアとの非常に楽しい交流ができました。夜を徹
して交流したグループもあったとか。全国の皆さん、
来年の全国協議会ボランティアの集いでお会いしま
しょう！� （若木換）

東京の会
「11月、12月定例会」

のお知らせ
11月24日（土）、12月22日（土）午後5時30分より
★12月22日は定例会後に忘年会を行います！

会場：全労済東京会館3階会議室
※JR新宿駅西口下車7分（新宿区西新宿7-20-8）
※地下鉄丸の内線西新宿駅下車1番出口徒歩2分

青梅街道新宿警察署向かい・「キャン☆ドゥ」角入り右側

※1月定例会予定・1月26日（土）午後5時30分より

1月会報発送
「おりおり」 のお知らせ

12月の「おりおり」はありません！
会報が隔月刊となったため、発送作業も奇数月のみとなります。

2019年1月12日（土）13時00分より
※13時までは品川運輸さんが使用されています。13時以降にお越し下さい。

場所：品川運輸・4階会議室（品川区東大井2-1-8）
JR大井町駅徒歩8分・京浜急行鮫洲駅徒歩2分

※今お読みになっている「東京の会通信」を約500部折っ
て封入して発送します。簡単な誰にでも出来る作業で
す。いつも人手が足りません。どうかご協力を。

※3月「おりおり」予定・3月2日（土）13時00分より

新しい方大歓迎です。お気軽においで下さい。お待ちしています。

「日本骨髄バンク全国大会2018滋賀」に参加

　今年も９月15日、新宿の小田急ハルク前で新宿熊野
神社例大祭のお祭りに参加しました。骨髄バンクを
知ってもらうためにと、新宿西口睦の皆さまからお声
をかけていただき続けてきた活動です。
　今回も、「Gift of Life」とキティちゃんティッシュ
を手に、骨髄バンクの普及啓発とドナー登録の呼びか
けを行いました。「もう登録しました」と言われた時は、
深く頭を下げてお礼の言葉に力がこもります。焼きそ
ばや焼き鳥の屋台の隣に置かれたわた菓子を作る丸い
機械には、睦の方々のご好意で『骨髄バンクに募金を
するとわた菓子が無料で作れます』と書かれた紙が貼
られています。通りすがりの親子連れや若い人たちが、

熊野神社例大祭は雨模様
大喜びしながらふんわりと丸いわた菓子作りにチャレ
ンジする姿は微笑ましく、募金も集まりました。
　あいにくの雨降りで人出があまり多くはありません
でしたが、会場のハルク前の歩道は屋根があり、飲食
コーナーはにぎやかでした。当日は定例会のため夕刻
には失礼しましたが、お祭りは夜まで続き、翌日も行
われます。例年１日目だけの参加なのですが「来年は
２日間とも参加して下さい」と頼まれて、思わず「は
い」と約束をして定例会に向かいました。募金箱のほ
かにも新宿西口睦さんから寄付までいただきありがと
うございました。� （大塚礼子）
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▼今年のノーベル医学生理学賞を、京都大学の本庶佑
（ほんじょ・たすく）特別教授が米テキサス大MDア
ンダーソンがんセンターのジェームス・アリソン教授
と共に受賞されました。「免疫チェックポイント阻害
因子の発見とがん治療への応用」の業績に対しての栄
誉です。この分野での日本人の受賞としては５人目で
す。
▼がん発生の原因は多種多様で一言でまとめられませ
んが、治療については①外科療法（手術）②化学療法（抗
がん剤療法）③放射線療法が標準治療として保険適用
されています。現在はまだ標準治療になっていません
が、新しい治療法として開発されたのが免疫療法です。
免疫療法には二つの流れがあります。一つは樹状細胞
ワクチン療法を代表例とする免疫療法、もう一つは今
回ノーベル賞受賞の対象となった免疫チェックポイン
ト阻害剤による免疫療法です。
▼樹状細胞は白血球の一種で枝を樹のように伸ばして
おり、体内に発生したがん細胞を捉えて情報をＴリン
パ球に伝達して攻撃するよう働きかける司令塔の役割
を果たします。この樹状細胞を成分採血して体外で細
胞培養し、ワクチンとして２週間に１回投与、約７回
投与するのが樹状細胞ワクチン療法であり、免疫の活
性化によりがん細胞の増殖を抑えようとするものです。
▼ところが、がん細胞はしたたかな性質を持っており、
免疫抑制細胞を増やしてTリンパ球やマクロファージ
などの免疫細胞の攻撃を無力化し、がん新生血管をつ
くって酸素や栄養素の供給を確保します。さらにがん
細胞から転換させた上皮間葉転換細胞を生み出し、血
管を通して転移する能力を獲得します。このようなが
ん細胞を取りまく状態は「がんの微小環境」と呼ばれ、
今後解決していかなければならない問題です。
▼免疫チェックポイント阻害剤は、がん細胞が免疫を
抑制する仕組みを妨害する薬剤です。本庶教授のグ
ループは「PD-1」という分子が免疫にブレーキをか

けていることを発見し、これを抑える薬「オブジー
ボ」を開発され、がん治療の新しい道を開かれたので
す。同様にジェームス・アリソン教授は90年代半ば
「CTLA-4」という分子が免疫のブレーキ役を果たし
ていることを解明、開発された阻害薬「ヤーボイ」は、
世界中で皮膚がんメラノーマの治療に活躍しています。
▼これまで我が国で標準医療と承認されている免疫
チェックポイント阻害剤は次表のとおりです。

▼現状では、健康保険の適用は上表に掲載されている
免疫チェックポイント阻害剤免疫療法で、薬品ごとに
指定されたがんの種類に限定されています。ただし適
応とされるがんでも全ての患者に効果があるわけでは
ないようです。一方樹状細胞ワクチン療法はまだ研究
段階で、明らかな治療効果（エビデンス）があると認
められていないため、保健適用外の自由診療となりま
す。
▼自由診療で行われる免疫療法には樹状細胞ワクチン
療法のほかにも多くの種類がありますが、治療費が全
額個人負担で高額な割に効果が出ない場合も多いと言
われています。治療を焦らず冷静になって主治医と話
し合うことが重要です。また免疫療法を受ける前には
必ずセカンドオピニオンを求めることが望ましいと思
われます。
▼治療を受けたくても免疫細胞治療が使えないケース
もあります。一部の白血病や悪性リンパ腫といった血
液のがんです。血液がんの中でも、Ｔ細胞やＮＫ細胞
のようなリンパ球ががん化している場合には免疫細胞
治療によってがん細胞を増殖させてしまう場合がある
のです。間質性肺炎や膠原病などの持病がある場合に
も注意が必要で、主治医に相談が必要です。疾患につ
いての知見は日進月歩です。希望と期待を持って共に
進みましょう。� （k）
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編集者
雑記

薬品販売名 適応されるがんの種類

オプジーボ
悪性黒色腫、非小細胞肺がん、腎細胞がん、ホ
ジキンリンパ腫、頭頸部がん、胃がん、悪性胸
膜中皮腫     　

キイトルーダ 悪性黒色腫、非小細胞肺がん、ホジキンリンパ腫、
尿路上皮腫

ヤーボイ 悪性黒色腫、腎細胞がん
バベンチオ メルケル細胞がん
テセントリク 非小細胞肺がん
イミフィンジ 非小細胞肺がん


